不 動 産 貸 借 契 約 書（案）
　所有者○○○○神社 代表役員 宮司 ○○○○（以下「甲」という。）は、借受人○○○○（以下「乙」という。）との間に、不動産の貸借について、次の条項により本契約を締結する。
（契約の目的）

第一条　乙は、甲の所有する境内地（第二条表示の貸付物件）の上に、〔建物名○○○○〕を施設して、公共のために使用し、併せて甲の宗教活動の用に供することを目的とする。
（貸付物件）
第二条　甲が乙に対して貸付する物件は、左のとおりとする。
　　　　所在地

　　　　地　目　境内地

　　　　地　積　○○○○平方メートル

　　　　　　　（詳細は別紙 〔建物名○○○○〕設計図のとおり

（有償貸付）
第三条　甲が乙に対して貸付する物件は、左のとおり有償とする。

　　　年額　○○○○円とする。

（貸付期間）
第四条　貸付期間は、令和○○年○○月○○日より令和○○年○○月○○日までの○ヵ年とするが、期間満了

　　　の際は、甲・乙双方が協議の上、更に期間を更新することができる。

（使用上の制限）
第五条　乙は、甲の所有する境内地の尊厳護持、風致の保全に努め、新たに設備を設ける必要がある場合には、甲・乙双方において協議し、甲の宗教活動を阻害するようなことをしてはならない。
　　２　乙は、借受物件を以てする施設の経営が営利を目的とし、または利益を上げるようにしてはならない。
　　３　乙は、施設の一部または全部、一切の設備を甲以外の特定の人にのみ使用させてはならない。
　　４　乙は、借受物件及び借地権を譲渡し、並びに借受物件を転貸し、または担保の用に供してはならない。

（建物の使用）
第六条　甲において祭典及び行事を執行するにあたり必要がある場合、甲は、乙が借受した物件及び施設した
　　　建物の一部または全部、一切の設備を使用するが、乙はこれを拒むことができない。
（建物の変更）
第七条　乙は、施設した建物を改築、増築または外観上の変更を加える場合、甲の書面による承諾を受けなければならない。
　　２　前項において境内地の尊厳護持、風致の保全に著しい影響を及ぼす考えられる場合、これを実施してはならない。
（契約の解除）
第八条　甲は、次の各号の一に該当するときは、本契約を解除することができる。

1、 乙が本契約に定める義務を履行しないとき。

2、 乙が本契約に定める義務を履行しても、甲が指定する用途に照らし、なお借受物件の管理が良好でないと判断したとき。

3、 貸付した物件が甲において必要となったとき。

（契約を解除した場合）
第九条　本契約を解除した場合、乙は、借受物件に対して施設した一切の建物、設備等を甲に無償で譲与するものとし、それに要した経費を甲に請求しない。
（疑義の決定）
第十条　本契約に関して疑義のある場合、甲・乙双方の協議の上に定めるものとし、協議が整わないときは、甲の解釈によって定める。
（効力の発生）
第十一条 本契約の各条項は、甲が○○神社規則に定める神社本庁統理の承認を受け、〇〇神社規則に定める十日間以上の公告、更に宗教法人法に定める一か月間以上の公告、その他の事務手続きが全て終了した後に、その効力を有するものとする。
右の契約の締結を証するため、この契約書を二通作成し、甲・乙両者記名押印の上、各自その一通を保有する。
令和　　 年　　月　　 日
　　　　　　　　　　　　住　所
　　　　　　　　　　　　所有者（甲）　　○○○○神社　代表役員 宮司　○○○○　印
　　　　　　　　　　　　住　所
　　　　　　　　　　　　借受人（乙）　　　　　　　　　　　　　　　　 ○○○○　印
